
181

144

396

680

667

646

939

376

62

53

31

19

20

19

15

4

3

2

209

153

130

159

187

121

122

41

9

6

4

6
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12
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56

37
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40代

50代
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90代
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独居, 

402, 7%

一世代, 

1342, 

24%
二世代, 

2833, 

50%

三世代, 

847, 

15%

四世代, 

75, 1%

その他, 

90, 2%

未回答, 

48, 1%

10代, 

449, 

8%

20代, 

332, 

6%

30代, 

551, 

10%

40代, 

871, 

15%50代, 

885, 

16%

60代, 

794, 

14%

70代, 

1121, 

20%

80代, 

457, 

8%

90代, 

91, 

2%

未回答, 

86, 

1%
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5
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212

318
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未回答
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問９：下記の各防災対策は、誰が行うことが現実的かつ効果的だと
思いますか？ (あてはまるものひとつに〇）青城地区まちづくり協議会が、青城地区にお住まいの中学生以上の全住民を対象に実施したアンケートの結果の抜粋

です。回収率が93％と非常に高いので、ほとんどの住民の方の意見が反映されたアンケートになりました。青城地区
をより住みやすい地域にするにはどうしたらいいのか考えていくための重要なデータになります。

『青城地区中学生以上全住民アンケート202４結果報告(抜粋)』

１.回答者について

問１:青城地区に住んでいて、あなたが良いと思う点、
満足している点はどれですか？(すべてに〇)

【性別】

回答者の半分が女性、4割が40代以下なので、今までこ
のような地域に関するアンケートに回答する機会があまり
なかった幅広い住民から回答を得ていることがわかります。

２.青城地区の生活について

３.青城地区の防災活動について

行政対応どちらでもない地域で対応個人対応

問8：災害時、自身や周囲に被害がなかった場合、
地域活動に協力できそうですか？

全ての項目が本来は個人や地域が主体的に行うべきものです。特
に「行政」の割合が大きい「避難所運営」は、利用者や地域住民
で運営するので、常時から住民の理解が必須です。大規模地震発
生時は、行政支援に頼らず、地域や各家庭でやっておくこと、やれ
ることを、今一度考え、地域住民と共有しておく必要があります。

災害時に「協力できそう」と回答した方は５４％でした。被災時は、自身の健
康や会社の復旧作業、家族の世話などにより、地域の活動に協力したくても
できない方がいます。一方、10代の９割近くが、「協力できそう」と回答してお
り、人数では20代や30代よりも多い結果です。10代は、有事の際、活躍を
期待できる貴重な人財と認識しましょう。有事の際は、年齢や性別を問わず、
協力できる人が活躍できるように、事前に体制を備えておく必要があります。

【世帯】

「駅商業施設に近い」「病院や医院が近くにある」「公園等が近く
にある」など立地に関する項目が上位に入りました。青城地区の
住民は、立地に対して満足している人が多いことがわかります。
「治安が良い」「住民つながりや助け合いがある」のというのは、
地域コミュニティを起因とする回答でもあり、重要な視点です。

二世代（親子）、三世代、
四世代が６割以上なので、
今のところ家族内の助け
合いができている世帯が
多いのが青城の特徴です。

「避難所に避難する」と回答した人が１６４２人、２９％でした。
この人数が指定避難所で生活できるかを確認するとともに、
大規模災害時でも在宅生活の継続が基本であることを事前
に住民に伝えておく必要があります。併せて、在宅避難者や
車中避難者への情報伝達、地区外避難者との連絡方法も事
前に考えておく必要があります。

協力が難しい

協力できそう

問１５：高齢者が地域で安心して暮らすために、力を
いれて取り組んだら良いと思うことは何ですか？

問17：日常の移動手段は何ですか？

問２:青城地区で生活をするうえで、あなたが不安に感じている
こと、困っていることは何ですか？（すべてに〇）

4.移動・高齢者支援について

回答が多かった「河川の氾濫」「ライフラインの停止」は、行政の整備等
に期待する部分が大きいのですが、次に多かった「自宅倒壊」「水食料
の確保困難」は、各家庭で一定程度は備えることができます。一方、
「避難所生活の不安」「情報の混乱・パニックの発生」は、地域で支え
あったり、情報提供を行うことで不安の軽減が可能です。住民同士の支
えあいや情報共有などのソフト面から備えていくことがとても重要です。

徒
路線
バス

タクシー・磐田市
「おたすけ号」

バイク
原付

徒歩・ｼﾆｱｶ⁻

自転車
同居でない
家族・親戚

近所
友人

同居家族
運転

自分
運転

未回答
生まれ育ちは青城
以外だが今は青城

生まれ育ちは青城だが
一旦外へ出て戻った

生まれも
育ちも青城

【年代】

【青城に暮らしている経緯】

年代別にみると、３０～６０代までは９０％近くが「自分が運転する車」ですが、
８０代以上になると約５０％になります。今後、８０代が増えていくことを考えると、移
動手段を持たない人への支援も重要な課題であることがわかります。

70代以上で最も多かったのは「災害発生時の支援」でし
た。近年、災害が頻発していることもあり、非常時を心配し
ている高齢者が多いのではないかと考えられます。

男性, 

2697, 

48%

女性, 

2853, 

51%

未回答, 

59, 1%

その他, 

28, 0%
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236

334
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840

972

1060

1097

1344

1830

1977

2066

2548

3185

特になし

高齢者の生きがいある

転入者がうちとけやすい

働く場所が近くにある

子育てがしやすい

農業や家庭菜園ができる

小中学校の教育環境

親や親戚が近くに住んでいる

伝統的行事・祭り

住民のつながりや助け合い

ラブリバー公園等が近くにある

自然が豊か

病院や医院が近くにある

災害が少ない

治安が良い

駅、商業施設に近い

1347

155

190

199

257

270

282

323

325

347

399

482

554

802

982

1124

1372

1496

2305

特にない
看病や世話をしてくれる人がいない

自家用車の運転に不安がある
話し相手がいない

空き家の増加
緊急時の相談先がない
子育てに関すること

日常生活のこと
通院、通学、買い物などの移動

日常の買い物をする場所が少ない
教育や進学に関すること

仲間と気軽に集まる場所がない
農地の維持管理

地域活動に関すること
家族の介護

災害時への備えや避難に関すること
街灯、防犯灯が少ない

庭作業やゴミ処理など軽作業のこと
自分健康
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3106

383

1322

289

358

162

135

758

2150

1629

3231

2450

2440

2080

568

288

362

490

500

523

405

852

2403

1949

1256

1940

2134

2641

日頃から食料や飲料水等を７日分用意

災害危険個所や避難場所等を事前周知

災害発生しそうなとき避難すべきか判断

災害発生前の高齢者の避難支援

災害発生前の被害軽減のための水防活動

災害発生時に住民の安否確認や救出活動

避難所の物資配布・衛生管理などの運営

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅避難, 

2217, 40%

車中避難, 

343, 6%
親戚や友人宅などへ避難, 

337, 6%

避難所に避難, 

1642, 29%

わからない, 

748, 13%

未回答, 350, 6%

問１０：災害が起こり、建物の損壊や停電、断水など自宅で通常の生活
ができなくなった場合、ご自身は指定避難所（南中・青城小）へ
避難をしますか？（最も想定されるものひとつに○）

455

541

916

1388

1498

1687

1778

1822

1978

2031

2551

3010

3053

3343

3779

4005

4588

近所に助け合える人がいない
駅など地域以外の人の受け入れ

自分や家族が自力での避難が困難
原発の事故による放射能汚染

交通機関の混乱
避難先や避難タイミングがわから…

同報無線が聞こえにくい
家族の安否が確認できなくなる
情報の混乱・パニックの発生

台風や低気圧による風水害の対策
家具類転倒落下
避難所での生活

火災の発生
水や食料等の確保が困難

自宅の倒壊
ライフラインの停止

河川の氾濫

問７：あなたは、地震や洪水などの大規模自然災害が
発生した場合､どのようなことが心配ですか？

問３：あなたは、青城地区に今後も住み続ける予定ですか？

982

1080

1170

1181

1205

1291

1623

2565

2774

2911

介護予防講座の開催

交流の場の設置・充実

高齢者の交通安全対策

定期的な配食のサービス

高齢者の社会参加の機会の提供

講座やイベントなど生きがいづくり

軽作業買い物代行等の生活支援

高齢者への見守り

災害発生前や災害発生時の支援

買い物や通院などの移動支援

「自分の健康」「家族の介護」は、個人や家庭の問題ですが、
回答数の多い「軽作業のこと」「街灯・防犯灯が少ない」「災害
時への備えや避難」などは、地域住民による共助で不安を小さ
くすることも可能です。「地域活動に関すること」を不安に感じ
ている人が、全体で802人いて、上位の項目となっています。

N=5547

N=5493

N=5429

N=5119

未回答わからない転出する予定住み続ける予定

「住み続ける」と回答した人を年代別にみると、若い世代ほど
転出する可能性が高いことがわかりま。若い世代は、進学や
就職・結婚等で転出することもやむを得ないと思われますの
で、若い世代が戻ってきたくなる地域づくりが必要です。逆に
高齢者は住み続ける人が絶対的に多いのですから、高齢者
が住み続けられる地域づくりが今後必要になってきます。

「生まれも育ちも青城」という人は２４％の少数派
で、「他の場所から青城に来た人」の方が66％と
大半を占めている状況です。４０代に関して「生ま
れも育ちも青城」「一旦他で暮らして青城に戻っ
た」が、他の世代よりも多いことが特徴的です。
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266
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1635

1085

1599

1643
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1541

2039

1323

2049

2225

2198

2874

344

331

251

473

261

338

279

526

714

330

358

195

394

712

253

539

3013

3152

3325

2748

3435

2822

2832

2644

1269

2870

2311

3110

2156

1805

2039

1136

711

692

774

693

756

727

726

729

617

727

745

801

787

629

779

600

しめ飾り教室

グラウンド・ゴルフ大会

ふれあいの集い等の健全育成活動

青城フェスタ

大人の居場所活動参加

高齢者サロン活動

交流センター主催各種講座

防犯豊田ステーション駐在

春、秋の環境美化活動

防災フェア

交通安全街頭指導

青城っこ広場等の就園前親子支援

防犯パトロール活動

ふるさと納涼祭

子ども見守り活動

防災訓練

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※｢とても重要｣と
｢やや重要｣の回答
率から、｢あまり重
要でない」と｢重要
でない｣の回答率を
引いたものを、重
要度指数とし、、同
様に計算した満足
度指数を引いた結
果を数値で表記し
ました。

活動が
不足

重要なのに
満足して
いない

活動が
されている
満足度が
高い

活動の過不足度を年代別で集計すると、高齢世代は「移動支援」が不足度が一番でしたが、若い世代
は「IT活用での住民広報」や「子どもの居場所づくり」が上位にあり、世代間のギャップが大きく出ました。
一方、「体育行事」「秋祭りなどイベント」は、どの世代でも活動が十分に出来ているという結果でした。

問５:地域活動への関心と参加状況を教えてください。

問１３：地域の活動に女性や若い世代の声を、今よりも反映するべきだと思いますか？

問4:以下に協力できる活動はありますか？(すべてに〇）

【情報伝達について】 問11:回覧板を見ていますか？（ひとつに〇）

ほとんど見ない・見たことがないたまに見ることがあるほとんど見ている必ず見ている

問４:青城地区で行っている・今後行うべきと2０の地域活動の[重要度]ー[満足度]を求め、不足の度合いを年代別にしました。

年度内に今回のアンケート

結果の解説冊子を作成し、

全戸に配付する予定です。

「必ず見ている」、「ほ
とんど見ている」は、
60代以上は80％以
上でしたが、30・40
代では６０％以下とな
り、若い世代ほど、回
覧板を見ない傾向で
あることがわかります。
若い世代に伝えたい
ことは回覧板では不
十分と言えそうです。

5.地域活動について

関心ある人が約４７％、参
加している人が４２％でし
た。参加している人の２/３
以上が「関心はないが付
き合いで参加」となってい
ます。「関心があるが参加
していない」と回答した人
が3４％でしたので、まず
は、関心ある人が参加しや
すい地域づくりが有効と考
えられます。

「登下校時の見守り」が最も多い回答でした。世代を超えて地域全体で
子どもを見守る体制の構築が望まれます。続いて「子どもの居場所づく
り」でしたが、問４の活動の過不足度でも、１０－２０代では、「子どもの居
場所づくり」が上位にありましたので、望まれている活動といえそうです。

問12:情報伝達手段は何がいいと思いますか？(すべてに〇)

問５－２「（イ）関心はあるが、積極的に参加していない」を
選んだ理由を教えてください。

回答のうち、「情報がない・活動詳細がわからない」「自
分以外の家族が参加している」との回答は、活躍できる
人を活かせていない可能性があります。情報共有をしっ
かり行い、参加したい人が参加できる体制が必要です。

問１４：子どもの健全育成のために、青城地区として、
力をいれて取り組んだら良いと思うことは何ですか？

「交通安全」よりも「防犯活動」が多い傾向でしたので、
犯罪被害などの不安を感じている人が多い可能性が
あります。全体的に実効性が高い物理的な改善を求め
る意見が多いことから、どの場所が有効なのか地域で
検討し、優先順位をつける必要があると言えます。 問８:青城地区で、現在実施されている以下の行事や活動について、

どうするべきだと思いますか？（それぞれひとつに○）

問１６：敬老会について今後、どのようにしたら良いと思いますか？

年代別にみると、4０代以下では、回覧板よりもLNEが良いと回答
した人が多くなりました。回覧板を見ない人でも、LINEならば見る
可能性があるため、回覧板とLINEの併用が有効かもしれません。

「もっと力をいれるべき」が多いのは、「防災訓練」「子ども見守り」
「ふるさと納涼祭」「防犯パトロール」で、住民の暮らしの安全安心に
直結する活動に力をいれるべきという結果でした。「ふるさと納涼祭」
「環境美化活動」については、「もう少し簡素化・見直しするべき」の
回答が多く、運営や準備に負担を感じている人が多いかもしれません。

住民の多くが、協力する意思があることがわかります。若い世
代が不足感を感じていた「ITを活用した広報」「子どもの居場
所づくり」には、それぞれ３００人以上が協力できるという回答
があったことは、これからの活動に非常に期待できると言えます。

順位 10－20代 不足度 30－50代 不足度 60－70代 不足度 80代以上 不足度

1 子どもの居場所づくり活動 32.8 IT 活用で住民向けの広報連絡 53.4 移動支援活動 56.2 移動支援活動 56.4

2 不安や悩みが相談できる場所 29.1 移動支援活動 49.9 高齢者生活支援活動 51.9 農地維持や荒廃農地解消 47.9

3 防災活動 27.6 子どもの居場所づくり活動 49.4 農地維持や荒廃農地解消 51.3 高齢者生活支援活動 46.8

4 IT 活用で住民向けの広報連絡 24.9 高齢者生活支援活動 43.9 不安や悩みが相談できる場所 47.5 防災活動 46.2

5 移動支援活動 23.5 不安や悩みが相談できる場所 39.2 防災活動 46.8 不安や悩みが相談できる場所 42.3

6 子育て支援活動 22.8 防災活動 38.7 子どもの居場所づくり活動 43.9 消防活動 39.7

7 消防活動 22.7 農地維持や荒廃農地解消 36.5 防犯活動 43.6 子どもの居場所づくり活動 36.8

8 防犯活動 19.2 防犯活動 33.7 消防活動 41.7 防犯活動 35.9

9 高齢者生活支援活動 19.2 子育て支援活動 33.5 子育て支援活動 30.4 子どもの安全を支える活動 28.0

10 農地維持や荒廃農地解消 19.2 消防活動 32.5 IT 活用で住民向けの広報連絡 30.0 美化・環境保全活動 27.0

11 子どもの安全を支える活動 17.2 子どもの安全を支える活動 25.4 子ども会など子ども対象活動 29.4 子育て支援活動 26.8

12 美化・環境保全活動 13.6 美化・環境保全活動 20.7 子どもの安全を支える活動 28.8 子ども会など子ども対象活動 21.7

13 子ども会など子ども対象活動 11.8 子ども会など子ども対象活動 14.5 美化・環境保全活動 26.8 交通安全に関する活動 21.5

14 高齢者対象行事 10.7 高齢者対象行事 13.4 回覧板など地区内情報共有 21.6 回覧板など地区内情報共有 17.9

15 生涯学習や生きがいづくり活動 4.0 回覧板など地区内情報共有 12.2 交通安全に関する活動 17.8 IT 活用で住民向けの広報連絡 14.6

16 回覧板など地区内情報共有 3.0 健康づくり活動 8.4 健康づくり活動 17.4 高齢者対象行事 12.6

17 健康づくり活動 2.2 生涯学習や生きがいづくり活動 7.0 生涯学習や生きがいづくり活動 14.7 健康づくり活動 12.0

18 交通安全に関する活動 -1.6 交通安全に関する活動 1.9 高齢者対象行事 12.1 生涯学習や生きがいづくり活動 8.3

19 地域スポーツ大会など体育行事 -3.9 祭りなどのイベントや祭典 -19.1 地域スポーツ大会など体育行事 -6.4 地域スポーツ大会など体育行事 2.9

20 祭りなどのイベントや祭典 -4.5 地域スポーツ大会など体育行事 -22.9 祭りなどのイベントや祭典 -8.3 祭りなどのイベントや祭典 -5.3 152

153

173

197

199

246

266

266

309

322

339

347

348

412

441

482

844

986

1195

2066

不安や悩みが相談できる場所

子育て支援活動

農地維持や荒廃農地解消

高齢者生活支援活動

移動支援活動

交通安全活動

健康づくり活動

運動会などの体育行事

子どもの居場所づくり

回覧板など地区内での情報共有

ITを活用した住民向け広報・連絡

高齢者対象行事

生涯学習や生きがいづくり

子ども対象の活動

防犯活動

子どもの安全を支える活動

消防活動

イベントや祭典

防災活動

美化・環境保全活動

関心があり、積極的

に参加している, 

742, 13%

関心はあるが、積極的

に参加していない, 

1903, 34%
関心はないが、付き合

いで参加している, 

1650, 29%

関心はないし、

参加したいと

も思わない, 

1085, 19%

未回答, 

257, 5%

156

271

301

346

387

436

474

967

活動の目的がよくわからない

自分が役に立つか不安

家族の自分以外の人が参加している

知り合いがいない

人間関係が面倒そうである

情報がない、活動の詳細がわからない

体力がない

仕事・育児・学業などで時間的に余裕がない

16

29

173

321

375

440

653

265

21

21

38

125

186

230

211

257

79

19

167

124

133

209

171

86

96

41

18

232

132

112

143

90

44

42

30

20

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

0% 20% 40% 60% 80% 100% 195

234

147

150

326

252

470

466

416

526

312

585

251

883

53

353

4

65

LINE

回覧板

LINE

回覧板

LINE

回覧板

LINE

回覧板

LINE

回覧板

LINE

回覧板

LINE

回覧板

LINE

回覧板

LINE

回覧板

1
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代
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代
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代
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代
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代
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代
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代
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代
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1144

1256

1506

1207

60

79

143

155

女性

男性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

666

683

685

889

918

958

964

1049

1122

1167

1504

1525

1651

1942

2740

地域の歴史や文化を学ぶ機会の提供

子育て学習会や親のつながりづくり

未就学児等の家庭との交流行事

子ども食堂等の開催

子供会活動の充実

高齢者との交流行事

スポーツチームや運動会などの充実

子どもが行うボランティア活動の支援

学習を教えてもらえる機会の提供

学校、教育機関との連携を深める

子ども向けイベントや講座

子どもが話し合いや相談できる場づくり

あいさつ運動

放課後や休日の子どもの居場所づくり

登下校時などの見守り活動

491

505

560

938

1110

1206

2230

2884

2987

3635

交通安全看板の設置

交通安全街頭指導の実施

交通安全講習会

反射材など交通安全グッズの配布

危険個所を示すマップの作成

振り込め詐欺など被害防止活動

防犯パトロールの実施

防犯灯の設置や維持管理

道路ミラーの点検や整備

防犯カメラの設置

問１８：犯罪や交通事故から地域住民を守るために、力を
入れて取り組んだら良いと思うことは何ですか？
（あてはまるものすべてに○）

332

205

335

491

506

429

601

275

49

81

107

198

348

344

333

427

125

24

36

20

18

32

35

32

93

57

18

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代

90代

0% 20% 40% 60% 80% 100%

半数以上が「今のままでよい」との回答ですが、３６％の人は「変え
た方が良い」でした。年代で大きな差はありませんでした。

未回答反映しなくて良いどちらともいえない反映するべき

「反映すべき」が４３％で、「反映しなくてもよい」は。ごく
少数でした。男女別にみると、若干、男性の方が「反映
すべき」と考えている人が多い結果でした。

わからない簡素化・見直し現状維持力を入れるべき 未回答

N=1881

N=4932

N=5256

N=3059

【回覧板とLINEのみ抜粋・年代別】

未回答変えた方が良い今のままで良い


	スライド 1
	スライド 2

